
環境とは

・様々な要素からなる　　　　　　　　（多様性）
・要素間に関連性がある　　　　　　　（関連性）
・空間的に分布している　　　　　　　（空間性）
・歴史を持つ　　　　　　　　　　　　（時間性）
・認識の仕方において階層性を有する　（階層性）

この５つの～性を認識することは多くの局面で、創造性の発揮、ビジネ
スチャンスの獲得、につながる

現在の環境の理解は、その歴史性の理解から始まる現在の環境の理解は、その歴史性の理解から始まる

環境は第四紀地史の中で形成されてきた。氷河時代、後氷
期、歴史時代、近代化、現代化と時代が新しくなるにつれ
て、環境に対する人間活動のインパクトは大きくなってきた

歴史をどのようにして知るか？



国土地理院のホームページを参照のこと





迅速測図には緯度・経度が入っていない

日本の位置と高さの原点はどこ？

日本経緯度原点：港区麻布台（旧東京天文台）

東経：139°44' 40.5020''
北緯： 35°39' 17.5148''

日本水準原点：東京都永田町

明治24年に東京湾の霊岸島の平均海面を０ｍとして求めた標高で、
24.500mであった．その後、検潮所は油壺に移した。大正12年の関東
大震災の時に地盤沈下が起こり、現在の標高は24.4140mとなってい
る．

TP(Tokyo Peil)：東京湾の平均海面（基準面）

2002年4月より、測地系が東京データムから世界測地系に変更された
東京付近で400mほどの平行移動になる
新しい地図には新旧の緯度経度が併記



地形図を作るには、各地点の正しい位置を知る必要がある。その、正し
い位置を求めた点が各種の基準点である。

三角点　

位置の基準　精度により１等三角点から４等三角点まである。

水準点　

高さの基準　精度により１，２，３等水準点がある。



2002年4月から緯度経度を計算する基準楕円体が変更されました



地形図の変遷　左から明治15年、明治39年、大正10年、昭和51年









100年前の土地利用に現在の鉄道、海岸線を重ねた



国土数値情報 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/



1976年の土地
利用



1987年の土地
利用

（このほかに
1991年がある）







1972年（左）と1995年（右）のランドサット画像



養老川中流域のゴルフ場の開発

左側が北　1972年（左）と1995年（右）の比較



1972年と1995年の千葉図幅の範
囲

・1972年がMSS、1995年がTM
・海岸線の変化、都市化



土地被覆分類の結果








